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1.概要：
第二次世界大戦では、３１０万人に及ぶ日本人犠牲者を出した。実はその９割が１９４４年以降と推算される。本書は「兵士の目線・立ち位置」から、特に敗色濃厚になった時期以降のアジア・太平洋戦争の実態を追っている。異常に高い餓死率、３０万人を超えた海没死、戦場での自殺と「処置」、特攻、体力が劣悪化した補充兵、靴に鮫皮まで使用した物質欠乏…。勇猛と語られる日本兵たちが、特異な軍事思想の下、凄惨な体験を強いられた現実が描かれている。

２.感想：

（１）著者は、この本は
①. 戦後歴史学を問い直すこと、
②. 兵士の目線で、兵士の立ち位置から戦場をとらえ直してみること、
③. 帝国陸軍の軍事的特性との関連を明らかにすること、の三つに絞って書いた、と述べているが②の、「兵士の目線と立ち位置からとらえた戦場」がとても印象に残る。
（2）アジア太平洋戦争の現場で「日本軍兵士」がどんな扱いをされ、どんな死に方をしたのかについて非常に詳しく、かつ誰もがわかる形で述べられている。
特に戦争で死を迎えた人数については、史料や先行研究を生かしつつ挙げられてる。
　たとえば、日本人戦没者数では、 軍人軍属が約230万人、 外地の一般邦人約30万人、 空襲など 国内 戦災死没者が約50万人で合計が310万人にもなるとしている。非常に広範な「死」について数を明らかにしている。内容としては餓死、病死、自国兵士の殺害のことなど悲惨な出来事が多く挙げられている。

（3）構成としては概ね
・日本軍兵士達の死のありよう(戦死以外の病死、餓死、自殺など)
・日本軍兵士の心身の健康面(体力の低下、栄養不良、心労、劣悪な装備による疲労の増大)
・日本軍兵士が無残な死に追いやられた背景(過剰な精神主義、政治体制、軍規の乱れ、貧弱な工業力)といった順で構成されている。


（4）1944年から終戦に至る時期を「絶望的抗戦期」としこの時期の日本軍兵士の実態にスポットを当てている。末端の兵士たちの環境の詳細をきちんと書かれている。
（そこにあるのは今でいえばブラック企業のような、人を使い潰す環境だった）。
当時の日本軍が精神主義的で暴力(この本では私的制裁と書かれている)がはびこる場であり
歯科医療の貧弱さや、疲労を取るための覚せい剤への依存、部隊の足手まといになった傷病者の殺害などがあったとのことである。（戦後も従軍中の病気等の副作用に苦しんだ人がいたという）。当時の実態を記録することには大きな意味があると思う。


（5）日本軍が攻勢だったのは開戦から半年間だけ、あとは劣勢に転じ1944年のサイパン島玉砕で敗北は決定的となったが、終戦に踏み切れずに死者が積み上がっていった。戦場における日本軍兵士の姿は想像を絶する悲惨さである。本書を読み終えると、ほとんどの「戦死」は直視しがたい凄惨な死だったことがわかる。（戦局が絶望的になる44年夏のサイパン陥落で降伏していればほとんどの戦死は回避できたのではないだろうか？）
（5）大戦中の兵士の死因で戦闘死はわずかに4割。なんと6割は病死と餓死であった
具体的には：

1 戦死した兵士・軍属230万人のうち、海没者は実に35万人になるという。一様に敵襲撃沈で溺死したわけではなく、死因を著者は丁寧に調べている。撃沈後の海上浮流中に味方の撃った爆雷などの衝撃波で受傷する「水中爆傷」は、腹壁ではなく肛門から水圧が腸内に入り腸管が破れて腹膜炎を起こす。軍医は、「これほど苦しむ患者を見たことがない。腹部の激痛を訴えて号泣している」と言っている。また船舶不足のため、真夏のフィリピンへ向かう船には1坪5人も押し込まれた。横になることもできない過密さで、熱射病の死者が続出した。

2 餓死はしない戦場でも末期の生活の質は著しく低い。従軍中、歯磨きする余裕がないから当然虫歯になる。歯痛になっても抜けるまで放置されるのがほとんどで、兵士の7、8割が虫歯・歯槽膿漏を患っていた。陸軍500万人のうち歯科医将校は僅か300人。兵士の急増に全く追いついていなかった。
3 装備品・食糧の支給も届かない。真珠湾攻撃前から中国大陸では略奪で補給を賄っていた。移動手段は徒歩か馬しかないのに装備品だけが複雑になり、30～40キロと重量を背負わされて一日何十キロ、夜中の雨中を歩く。粗悪な軍靴で紐が切れても底が抜けても替えはない。ボロ布を足に巻く、草履を履く、地下足袋や裸足の者までいて、雨が降ると水が染みて凍死者が続出したという。

4 メンタル面でも日本軍は何の考慮もしなかった。前線の兵士の士気を維持するためローテーションで後方に戻して休暇を取得させた米軍と異なり、日本軍は対米戦争に入ると何年も外地に派遣し通しで休暇もない。当然古参兵のストレスはたまり、前線に派遣される新兵にいじめが集中し、自殺者が後を絶たなかったし、棒で殴るなどの過度な制裁で死ぬ兵士もいた。

5 制空権のカギを握る飛行場造成でも、米軍がブルドーザーや重機を大量投入し1週間でジャングルに滑走路を作るのに比べ、日本軍は人がツルハシやモッコで造成するので1か月以上、しかも狭い上に整地も不十分で砂埃が舞うので事故が多発した。補給も大戦中は送り先への到着率は半分しかなく、中国大陸では略奪を前提にした「自給自活」の補給計画になっていた。補給がなくては餓死する。餓死しなくても慢性的な栄養失調で、マラリアやアメーバ赤痢などの病気を併発し体力がなく治らない。

（6）兵士の悲惨な大量死は何によってもたらされたのかについて、著者はその歴史的背景に3つの角度からメスを入れる。異質な軍事思想、日本軍の根本的欠陥、後発の近代国家・資本主義の後進性、である。つまり、日本は近代戦争を遂行するに足る近代国家ではなかった。資本主義も未成熟であり、アメリカとの間には圧倒的な経済力と軍事力の差があった。

（7）日本軍の特異性について（犠牲者が増えた要因としては）、つぎのような言葉が、印象に残る。
「短期決戦と作戦至上主義」「補給軽視と現地徴発主義」「極端な精神主義と機械化の遅れ」「米英軍の過小評価」「戦争終結という選択肢をもちえなかった」「徹底抗戦に突き進んでしまった」「軍部が政府の干渉を排除しやすい仕組み」「私的制裁」


（8）　意義のある犠牲なら少しは、理解できるかもしれないが多くの餓死者や病死者が戦闘による戦死者に匹敵するほどにいたのだと言う話を聞くと、命を落とした兵士の悲痛さ、無念さは計り知れない。
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